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日程第　１　会議録署名議員の指名

日程第　２　会期の決定

日程第　３　諸般の報告

日程第　４　報告第　１号　平成２４事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について
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日程第１１　議案第　７号　平成２３年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）
日程第１２　議案第　８号　上毛町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について
日程第１３　議案第　９号　上毛町税条例の一部を改正する条例について
日程第１４　議案第１０号　上毛町営住宅条例の一部を改正する条例について
日程第１５　議題第１１号　指定管理者の指定について（上毛町西友枝体験交流センター）
日程第１６　議題第１２号　平成２４年度上毛町一般会計予算
日程第１７　議題第１３号　平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計予算

日程第１８　議題第１４号　平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算
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日程第２０　議題第１６号　平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計予算
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日程第２２　議題第１８号　平成２４年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算
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日程第２７　発議第　２号　「社会保障・税一体改革」の中止を求める意見書（案）

○　会　議　の　経　過　（初日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会　午前１０時００分

○議長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。

　一礼して御着席願います。礼。

　ただいまの出席議員は全員です。

　ただいまから平成２４年第１回上毛町議会定例会を開催します。

　これから、本日の会議を開きます。

　会議に先立ちまして、全国町村議会議長会より多年にわたる地方自治功労に対し表彰がありましたので、伝達式を行います。
○事務局（中　　豊君）では、事務局より進めさせていただきます。

　第６３回全国町村議会議長会定期総会におきまして、坪根秀介議長が長年の議会活動の功績により表彰を受けました。
　ただいまより表彰の伝達を行います。伝達は大山副議長よりお願いします。では坪根議長、前へお進み下さい。
○副議長（大山　晃君）表彰状、福岡県上毛町、坪根秀介殿。あなたは町村議会議員として多年に渡り、地域の振興・発展に寄与されましたその功績はまことに顕著であります。よって、ここにこれを表彰いたします。平成２４年２月９日、全国町村議会議長会会長、高橋　正(タダシ)。

　おめでとうございました。

○事務局（中　　豊君）以上で伝達式を終わります。
○議長（坪根秀介君）これから本日の会議を開きます。

　本日の議事日程は、お手元に運営資料を配付しておりますのでごらんください。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

　本定例会の会議録署名議員に、２番高畑議員、３番宮崎議員を指名します。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２、会期の決定を議題とします。

　今期定例会の運営について議会運営委員会委員長に審議をお願いしたところ、３月２日に委員会を開催していただき、本定例会の会期を本日から１６日までの１１日間とする内容の答申をいただきました。

　お諮りします。今期定例会の会期は議会運営委員会委員長の答申のとおり、本日から１６日までの１１日間といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は本日から１６日までの１１日間とすることに決定しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第３、諸般の報告を行います。

　今期定例会に提出された議案は、町長から報告１件、条例案３件、予算案１４件、その他４件の計２２議案と、議員から提出された発議２件の合計２４議案であります。

　次に、本定例会の会期日程を申し上げます。お手元に配付の会期日程表（案）をごらんください。

　本日の会議では議案を一括上程し、町長提出案件については提案理由の説明を受け、総括質疑を行います。ただし、報告第１号の受理及び議案第１号から議案第７号の８議案については本日審議・採決を行い、残りの１４議案は後でお諮りし、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。

　また、議員から提出された発議２件については、提出者の趣旨説明を受け、質疑を行った後、所管の常任委員会に審査を付託したいと思います。

　ここで皆様にお願いいたしますが、本日、審議・採決を予定している８議案に対する質疑は、後の議案内容の説明に対する質疑にあわせて行っていただきますよう御協力をお願いいたします。

　３月９日、１０日に本会議を開催し、一般質問を行う予定ですが、９日に一般質問が全部終了すれば１０日は休会とします。

　３月１２日を文教・厚生常任委員会、３月１３日を総務、産業・建設常任委員会の開催日にいたしたいと思います。

　３月１６日に本会議を開催し、各常任委員長から委員会付託案件の審査状況の報告を受け、討論・採決を行います。

　ただいま報告しました議会の運営事項については、議会運営委員会に諮問し、決定を受けておりますので報告いたします。

　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長並びに教育委員長に出席の要求をいたしましたところ、お手元に配付の名簿のとおり説明員の出席報告がありましたので、これを許可し出席いただいております。

　これで、諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略いたします。

　日程第４報告第１号、日程第５議案第１号、日程第６議案第２号、日程第７議案第３号、日程第８議案第４号、日程第９議案第５号、日程第１０議案第６号、日程第１１議案第７号、日程第１２議案第８号、日程第１３議案第９号、日程第１４議案第１０号、日程第１５議案第１１号、日程第１６議案第１２号、日程第１７議案第１３号、日程第１８議案第１４号、日程第１９議案第１５号、日程第２０議案第１６号、日程第２１議案第１７号、日程第２２議案第１８号、日程第２３議案第１９号、日程第２４議案第２０号、日程第２５議案第２１号、以上２２件を一括上程します。

　提案理由の説明を求めます。
　町長。

○町長（鶴田忠良君）皆さん、おはようございます。提案理由の説明を申し上げます。
　本日、ここに、平成２４年第１回上毛町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には公私ともに極めて御多用の中を御参集いただき、まことにありがとうございました。深く感謝を申し上げます。

　ところで、上毛町でありますが、平成２３年度の行財政はおおむね順調に推移し、事業、行事ともに期待どおり終えることが可能となり、特に起債残高と基金積み立てが拮抗するということになったことは、財政上、初期の目的を達成できたと思うとともに、今後の事業等に十分配慮して臨むことが可能になったと確信する次第であります。
　とはいえ、取り組むべき課題は多様であります。とりわけ少子高齢化とそれに伴う人口減少への対応は、今後の最大の課題であります。平成２４年度はこの困難な問題解決を施策の中心に位置づけて行財政運営を行うべきと考え、具体的には、若年層の定住を促進するため、求めやすい住宅の提供、雇用確保のための産業の振興や企業の誘致、また良好な住環境整備のための太陽光発電、合併浄化槽、道路等の改修や設置、さらには上毛町総合計画後期基本計画に基づく諸事業の推進であります。継続すべきは引き続き実施し、見直すべきは意を決して改善を図ってまいりたいと存じます。
　議員各位におかれましても、よろしく御理解をいただき、御支援を賜りますよう切にお願いを申し上げます。
　では、これより提案理由の説明を申し上げます。

　今議会に提出しております案件は、報告案件１件、補正予算７件、条例案３件、当初予算７件、その他４件の計２２案件であります。順次説明をいたします。
　報告第１号、平成２４事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について。
　緩やかな回復基調にあった日本経済は、甚大な被害をもたらした東日本大震災を初め、内外のさまざまな要因により、厳しい状況が続いております。このような中、自動車１５０万台生産拠点構想に支えられる自動車関連の町内企業の生産活動は、再び回復に向かいつつあります。高村工業（株）の進出に見られるように、製造業を含めた企業の新たな生産拠点となる適地の要請も、今後期待されるところであります。こうした企業の動きを速やかに察知し、雇用の創出を図るため、公社と町が連携して事業を実施してまいりたいと存じます。
　なお、この案件は２月２８日の公社役員会において承認をいただいておりますことをあわせて御報告するものであります。

　議案第１号、平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第５号）。
　今回の補正額は、３億６,６００万７,０００円を追加し、歳入歳出予算総額は５３億４,６７４万６,０００円であります。
　歳出予算で主なものは、総務費では退職職員の退職手当組合への負担金、築上東部の乗り合いタクシー事業において、燃料費の高騰、運行収入の減少に伴う運行助成金の追加交付のための費用、民生費では、介護予防事業の精算に伴う返還金、消防費では消防無線屋外子局の修繕費用、教育費では、東中学校において障害者用の手すりの取りつけ及びトイレの改修費用、老朽化した総合グラウンドのベンチ購入費用を計上いたしております。
　諸支出金につきましては、今年度末での歳出予算執行見込み額を精査し、現行予算に対する不用見込み額を減額したことによる余剰金及び町税を含む歳入予算の見込み額の増減調整等により、公共施設整備基金及び減債基金へ積み立てるための予算計上をいたしております。

　議案第２号、平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）。
　補正額２,０６９万５,０００円を追加し、歳入歳出予算総額１０億１,４２８万６,０００円であります。歳入予算においては保険税及び財政調整交付金等、歳出予算においては保険給付費等の最終見込み額を算出し、歳入歳出予算の増減額の調整を行うものであります。

　議案第３号、平成２３年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）。
　補正予算額７０８万９,０００円を減額し、歳入歳出予算総額１億２,２３４万５,０００円とするものであり、保険料収入見込み額の精算に伴う調整が主な内容であります。
　議案第４号、平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）。
　補正額１２０万５,０００円を減額し、歳入歳出予算総額５,８１６万７,０００円とするものであります。不用見込み額の減額調整が主な内容であります。

　議案第５号、平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）。
　補正額１６万２,０００円を減額し、歳入歳出予算総額を８,１１２万８,０００円とするものであり、不用見込み額の減額調整が主な内容であります。

　議案第６号、平成２３年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第１号）。
　補正額２００万円を追加し、歳入歳出予算総額を１,０１１万円とするものであり、寄附金の受け入れ額と貸付金の不用見込み額を基金に積み立てるものであります。

　議案第７号、平成２３年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）。
　公債費充当財源の財源変更を行うものであります。貸付金の滞納が大きな懸案事項でありますが、今後とも引き続き返済指導に一層の努力をいたしてまいりたいと存じます。
　議案第８号、上毛町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について。
　障害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律に規定する関係法令の一部改正に伴い、本条例を改正するものであります。

　議案第９号、上毛町税条例の一部を改正する条例について。
　たばこ税の改正、退職所得に係る個人住民税の税額控除の廃止及び東日本大震災の復興財源とするために、平成２６年度から１０年間に限り、個人住民税均等割額を引き上げる地方税の臨時特例に関する法律が制定されたことに基づきまして、本条例を改正するものであります。

　議案第１０号、上毛町町営住宅条例の一部を改正する条例について。
　いわゆる第一次地域主権改革一括法の施行により、公営住宅法に定められている入居資格の一部である同居親族要件が本年４月１日に廃止され、同要件については各市町村の判断により条例に定める必要が生じたため、本町においては地域性等を考慮し、同要件を継続することとするために、本条例について所要の改正を行うものであります。

　議案第１１号、指定管理者の指定（上毛町西友枝体験交流センター）についてでありますが、議員各位を初め、関係者の御理解のもとに着手いたしました旧西友枝小学校校舎の改修工事が無事完了する見込みとなり、このたび新たな西友枝体験交流センターとして生まれ変わることとなります。ついては、この施設を利用し、地元の人材とさまざまな資源を生かした創意工夫により、町内外の人々との交流事業を通して過疎化の進む地域の振興を図ろうと立ち上がった地元の有志で設立されました西友枝体験交流センター運営委員会を指定管理者として本施設の管理運営を行わせるため、議会の議決をお願いするものであります。

　議案第１２号、平成２４年度上毛町一般会計予算。
　予算総額４４億３,８００万円で対前年比０.４％の増、前年度とほぼ同規模の予算と考えております。
　一般会計に奨学資金特別会計と住宅新築資金等特別会計を含む普通会計性質別歳出状況では、義務的経費が２３億１,３１４万円で構成比５２.０％、投資的経費４億３,３７１万円で構成比９.８％、物件費等のその他の経費として１６億９,９５１万円で構成比３８.２％となっており、特に今年度は投資的経費が１０７.８％の伸びとなっております。
　今年度の予算編成でありますが、行財政改革の趣旨を踏まえ、財政健全化の原則を基本とし、社会経済や行政需要の変化に的確に対応していくための内容といたしております。従来の少子高齢化対策及び産業振興対策に加え、人口減少、過疎化対策を再重点として定住促進施策に取り組むとともに、町民の健康維持増進にも取り組んでまいりたいと考えております。

　それでは、予算における主要施策の概要について申し上げます。

　まず、少子高齢化対策に係る主な事業でありますが、昨年度から実施いたしております子供を育てる世代を支援するための三世代同居支援事業の円滑実施、上毛町の子育て施策が一目でわかる子育てハンドブックの作成、保育サービスでは、待機児童の解消に向けた受け入れ体制の充実と新たに病児保育事業の導入を図るための関係費用を計上いたしております。
　高齢者等の福祉面では、新年度より包括支援センターが庁舎内に設置され、より身近な存在として、介護予防事業を初め、地域生活支援事業等各種事業の充実とあわせ、相談、支援体制を強化する関係費用を計上いたしました。
　また、保健衛生面では、新たに導入した保健管理システムを個別の保健指導や生活習慣病の重症化予防対策等に積極的な活用を図り、医療費抑制を目指してまいりたいと思います。
　さらに、各種予防接種の継続支援や児童発達相談体制の継続確保及び妊婦健診を充実するための費用に加え、高額な保険外治療費に要する不妊治療費への公費助成事業を実施するための経費を計上いたしております。

　学校教育及び社会教育の面では、学力向上プログラム上毛塾の一層の充実、国際交流事業に関連する新たな試みとしての国内留学体験宿泊事業費、教育パソコンの入れかえ等の児童生徒の学校生活を支援する関係費用等を計上いたしました。また、経済的な負担の軽減等、教育環境向上策について継続して実施するための予算計上も行っております。
　過疎・定住促進にかかわる主な事業につきましては、立地条件に恵まれた築上東高等学校跡地の宅地化事業の関係費用を計上し、今後関係者との合意形成を図りながら推進していくとともに、４月オープン予定の西友枝体験交流センター「ゆいきらら」の指定管理料を計上いたしました。活発な運営が地域に明るい課題と活力をもたらすことを期待しております。
　また、新たな主体となる協議会を設置し、企業等による雇用拡大及び高度なノウハウを備えた人材育成を目指す上毛町実践型地域雇用創造事業の取り組みを支援していくことにいたしました。あわせて、町の資源を見つめ直し、空き家バンクや移住・定住を検討するための住みたい上毛町プロジェクトの事業展開の費用、さらに地域活性化への大きな原動力となる地域づくり団体及び母体となる地域づくり協議会に係る経費を計上することにより、活動の支援を行ってまいりたいと考えております。

　次に産業振興対策でありますが、基幹産業である農業の維持発展のため、戸別所得補償制度等、国が示す施策を踏まえながら、町の独自色を出せるような生産性や収益性の高い事業への取り組みを進めてまいります。
　また、直接支払い制度による中山間地域の農地保全対策及び鳥獣被害の拡大を広域的に防止することを目的として設置された中津・豊前・上毛広域協議会で実施する防護さく設置等の事業を推進するための関係費用を計上。

　さらに、川底柿等を利用して取り組んできました商品開発の実績を踏まえて自立運営するための特産物開発・販路開拓事業、緊急雇用の継続事業として米粉を使った商品等の特産物による観光客誘致促進事業、セカンドビジネスに取り組もうとする地元事業者に対する新たな支援事業などの関係費用を考えました。
　また、上毛スマートインターチェンジへの取りつけ道路となる音・穴ヶ葉山線の道路改良工事を実施することにより、交通や流通を促進し、産業の振興を図ってまいりたいとも考えております。
　その他の主な事業といたしましては、防災対策といたしまして、地域防災計画の見直し及び災害時に本庁舎が災害対策本部としての機能を維持するための非常用電源装置設置等の関係費、町民が「食べる」という行為からさらに健康を意識する食育プロジェクトの強化推進に係る経費も考えております。
　生活環境整備事業では、３カ年計画の数値目標に基づく合併浄化槽設置及び太陽光発電システム設置に係る補助事業費を計上いたしました。さらに、国道調査事業の計画的実施に伴う費用、森林環境税を財源として２５ヘクタールの間伐を実施する荒廃森林再生事業に係る関係費用も計上いたしております。

　本予算の歳入財源につきましては、町税が対前年比０.８％マイナスの５億８,８４８万円、地方交付税は地方財政計画においてわずかに増額の方針が示されておりますが、前年度と同額の２４億６,０００万円を見込んでおります。歳入財源の７７.８％が依存財源である本町の財政構造を十分認識し、また御理解をいただき、今後とも財政分析や将来予測を踏まえた健全な行財政運営をしてまいりたいと考えております。

　議案第１３号、平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計予算。
　歳入歳出予算総額１０億８,２４３万５,０００円、対前年比９.５％増、予算額としては９,４２６万１,０００円の増額予算となっております。
　本年度においては、２３年度の医療費の動向及び社会経済情勢を踏まえ、保険税利率を据え置くことといたしました。不足分は基金及び一般会計からの繰入金を充当する予算といたしております。
　医療費の適正化対策では、本町の特定保健指導は高い評価を受けておりますが、１人当たりの医療費は県内でも依然高い状況であります。今年度はさらに糖尿病等の重症化につながるおそれのある被保険者に対する保健指導の実施、健康増進のための効果的な支援を積極的に講じてまいりたいと考えております。

　議案第１４号、平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算。
　歳入歳出予算総額１億３,２５２万９,０００円で、対前年比２.４％の増額予算であります。広域連合納付金でありますが、微増にとどまってあります。また、一般会計繰入金もほぼ昨年度と同額の予算となっております。

　議案第１５号、平成２４年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算。
　予算総額５,８２６万８,０００円で、対前年比０.２％増、前年とほぼ同額の予算規模であります。現在２３７戸が接続し、接続率は７０.５％となり、今後も加入促進に努力をしてまいりたいと考えております。

　議案第１６号、平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計予算。
　予算総額９,３９７万６,０００円で、対前年比１７.２％の増額予算であります。現在８８９戸が加入しており、今年度は区域拡張計画に伴う変更認可申請業務経費も１,２２０万円を計上いたしておるところであります。

　議案第１７号、平成２４年度上毛町奨学資金特別会計予算。
　予算総額８２７万７,０００円で、対前年比２.１％の増額予算であります。経済的な理由で就学困難な子供に対し、奨学資金を貸し付け、大学まで進学可能な支援体制として運用しております。今年度末、１４名が貸し付け中で６３名が償還中であり、順調に返済されていることをあわせて御報告いたします。

　議案第１８号、平成２４年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算。
　予算総額７万５,０００円で、対前年比マイナス８４.５％の減額予算であり、公債費の償還額が終了し、事務費のみの計上となっております。

　議案第１９号、町道路線の変更について。
　橋梁の新設及び付け替えにより町道の終点を変更することについて、議会の議決をお願いするものであります。

　議案第２０号、町道路線の廃止について。
　大字尻高地区圃場整備の換地処分におきまして町道を廃止する必要が生じましたので、議会の議決をお願いするものであります。

　議案第２１号、町道路線の認定について。
　圃場整備の換地処分等において、新たに町道を認定する必要が生じましたので、議会の議決をお願いするものであります。

　以上、概略を申し上げましたが、いずれも重要な案件でございます。慎重な御審議をお願い申し上げ、御可決、御承認をいただきますよう切にお願い申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いを申し上げます。
○議長（坪根秀介君）提案事由の説明が終わりました。
　これから提案理由に対する総括質疑を行います。前にも述べましたが、本日審議する案件に対する質疑は、議案内容の説明の際に行っていただくよう御協力をお願いいたします。

　提案理由に対する総括質疑を行います。
　質疑はありませんか。安元議員。
○６番（安元慶彦君）ただいま町長のほうから各議題に対する提案理由の説明、その前に、私はこれを施政方針というふうに受けとめております。
　少子高齢化対策は、今年度から出てきます東高校跡地の利用によるそういった（解消）を図っているということで具体的に出てきておりますけれども、雇用の確保とそれに伴って企業の誘致、これは後の報告の中にも関連してきますけれども、企業の誘致というものをするためには、私はやっぱり開発公社が中心になって用地の確保を先行して準備をしておかないと、いざ企業のほうから上毛町に適地はないかという場合に、今から用地を探すんだということじゃ、企業というは一定の期間を設けて、いつ建てていつ操業を開始するんだというようなことで来ますから、なかなかことのかけに合わないというようなことを思うわけです。

　ことし完成しまして、私どもも見学をいたしましたけれども、高村工業については、たまたまあそこに民間の方がまとまった土地を持っていて進出をしてきたということになっておりますが、行政がそういった施策の中で企業誘致を図るためには、そういうものをおぜん立てしておくことが大事であろうと、そうしないと、企業はもう豊前市であるとか苅田町であるとか大分県であるということで、そちらのほうに目を向けてしまうということが相当あると思います。そこら辺のお考えはどんなものでしょうか。お尋ねいたします。
○議長（坪根秀介君）町長。

○町長（鶴田忠良君）この件につきましては、まさに議員のおっしゃるとおりでございます。したがいまして、適地が一体どこにあるのか、そして今後どうするかというのが課題であります。これは公社のときでも発言がございましたけれども、当面、直ちに適地というのはないわけでございますけれども、これから造成してまいりたいというふうに考えております。
　１例として申し上げれば、ユニシアの前の俗に言う豆塚でありますけれども、あの辺の１部分でも、対応ができれば、まずは取り組んでまいりたいというふうに思っております。さらに言えば、スマートインターができるわけでありますから、あの周辺で用地が確保できれば、それを造成して、おっしゃるような今後の企業誘致に対する対応を考えてまいりたいと。強いて言えば、そういう２件が考えられるというふうに考えております。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）町税ですが、補正で１億円計上していますが、なぜこの時期に１億円も計上するようになったのか、もっと早い時期にこういう金額が補正できるのであればほかの施策に使ってほしかったわけですが、どういう状況でこういうことになったのかお尋ねします。

　それから、地方交付税の普通交付税と特別交付税の金額をお聞きいたします。
　それから、基金の運用ですが、補正で５億４,９００万という金額が計上しています。財政調整基金のほうを少し減額して減債基金のほうにかなり積み立てているようですが、繰上償還などのめどがあってしているのかどうかお尋ねします。
　それから、三世代同居支援事業費は町もかなり力を入れているようですが、ここの更正減が多かったのはなぜなのか。

　以上、３点お伺いいたします。

○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）今、茂呂議員が質問しましたね。これは後で出てくることであって、質問してもいいの。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員、後の日程の中で行っていただきたいというふうに思います。よろしいですか、茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）済みません、当初予算と間違えました。
　お尋ねいたします。今年度の予算で社会保障の自然増があると思いますが、例えば介護給付費とか後期高齢者、それから公立保育所の件もあると思います。こういうものがどのくらいあるのかお尋ねします。
　それから、全体の地方交付税と臨時財政対策債を合計したものが、財政計画では０，２％で多少の微増になっていますけれど、町ではこれが減額されています。どういうような考えのもとに計上されたのかお伺いいたします。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員、その分も後の補正で出てくると思います。

○８番（茂呂孝志君）いや、これは当初です。先ほどのは済みません、補正で間違えました。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）前段の部分が少しよくわかりませんでしたが、後段の部分につきましては、トータルで考えれば、臨時地方交付税と臨時財政対策債は表裏一体なものでございます。臨時財政対策債は今年度の当初予算も減っておりますが、その分は地方交付税のほうに、一応、財政計画としては増をしているということで、上毛町につきましても同様な考え方で、臨時財政対策債が減った分は地方交付税にはね返っているというふうに考えればいいかというふうに私は思っております。

　それから、前段の社会保障の自然増というものが、なかなか雲をつかむような話で、いわゆる部分的な答弁ということになりますと、所管課長ということになりますが、トータルな部分では、町として私が答えるのはちょっと不可能かなというふうに思いますので、部分的な部分につきまして主管課長のほうから答えを、もしできるのであればお願いしたいというふうに思います。
○議長（坪根秀介君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）済みません、私もちょっと質問の内容がいま一つわかりかねているんですけれども、基本的には、本年度一般会計予算の中で関連する部分は御説明を差し上げたいと思っております。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）臨時財政対策債と地方交付税がうちの町では多少減になっています。予算上、これだけでも前年度と比べると財政が圧迫されているという感じなんですが、国からは実際に微増では来ると思うんですよ。
　それから、なぜ私が社会保障の福祉の自然増をお尋ねするかというと、前年度並みに地方交付税が来たとして、同じ財政規模であっても、全体的な社会保障がふえるのであれば、実質的には財政が圧迫されるということになるのではないかということで、実際、どのくらいの財政負担を強いられるのかなと、どのぐらいの財源増が負わされるかなということが知りたかったのでお尋ねしたわけですが、まだ詳細なことについて、大まかなことについて把握してないようなので、委員会にでもお尋ねしたいと思います。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、町長の提案理由に対する質疑を終了します。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第２６、発議第１号　ＴＰＰ交渉参加表明の撤回を求める意見書案を議題とします。

　提出者に趣旨説明を求めます。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）ＴＰＰ交渉参加表明の撤回を求める意見書案の趣旨説明を行います。

　ＴＰＰとは、農産物を含む商品関税と輸入規制を完全に撤廃するとともに、食品安全基準や医療、労働、金融、保険、郵政、観光、公共事業など経済各種、国民生活の現場にわたって規制を撤廃し、国内市場を明け渡すという協定です。
　ワシントンで２月２１日から２２日にかけてＴＰＰ参加に向けた日米間の２回目の事前交渉が行われ、日本のＴＰＰ参加に対する意見が、米国政府に総数で１１５件寄せられました。意見書を提出した団体の分類では、農業が最も多く３４件で、約３割を占めていると言われています。米国にとって現在のＴＰＰ交渉国だけでは、米国の防衛の５.３％を占めるだけで、在日米国商工会議所では日本の参加によってこの状況が劇的に変化すると言っています。
　米国の要求で、日本の市場を新たに開いていきたい分野は農業です。米国経済協力会議は、日本政府に対し、農産物など重要品目で例外扱いを期待すべきでないとくぎを刺して、コメなどの関税を含めることは、米国の生産者にとって重要であると強調、また、米国米連合会は残留農薬基準の緩和を求めている。米国がリンゴを日本に輸出する際に、防疫のための処置が義務づけられて輸出が抑制されていることや、サクランボ関税撤廃、収穫後に使用する防かび剤の登録手続きの緩和などを求めています。
　医療分野では、日本は保険証があればだれでもどこでも医療にかかれる仕組みになっています。今後、診療の全面解禁ということになったら、保険証適用部分が狭くなり自由診療になると、お金のある人は医療を受けられるが、お金のない人は粗末な医療で我慢しなさいとなる。
　このほかに郵政、簡保、農協などの共済改悪、廃止による金融保険サービスの全面自由化も求めています。
　また、ＩＳＤ、国家と投資家間の紛争解決手順条項の締結もねらっています。ＩＳＤとは、ある国家が自国の公共利益のために制定した政策によって海外投資家が不利益を被った場合、世界銀行傘下の国際投資紛争センターに訴えることができる制度であり、ＮＡＦＴＡ（北米自由貿易協定）で導入されています。メキシコやカナダ政府が訴えられ、賠償を支払っています。韓国では、地場農産物を使った学校給食の無償化が前進しているが、これも提訴される可能性があると言われています。ＩＳＤはアメリカの多国籍企業による各国の主権と民主主義を侵すことを認めさせるものであります。

　以上の理由からこの意見書を提出しました。皆さんの慎重なる御審議をお願いいたしまして、この趣旨説明を終わります。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員の趣旨説明が終わりました。

　趣旨説明に対する質疑を行います。

　質疑はありませんか。亀頭議員
○１０番（亀頭寿太郎君）本議会は、昨年の３月１８日にＴＰＰ参加に反対の意見書を各機関に提出をしておる。そして、事前の云々については、もう事前協議に入って自由民主党貿易調査会の加藤紘一会長ほかそれぞれの議員が、政府から事前協議の内容聴取をしておる。だから、もうやってるんです。私は、反対に対する意見書は提出しているから、この提出の必要はないんじゃないかと思う。どこの団体から出たの。農業団体の名前を言ってください。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）これはどこの団体からでもありません、私の考えです。そして、前回、３月に上毛町もＴＰＰ参加反対の意見を表明しています。しかし、ことしの２月に野田首相が参加表明するということでありますので、わが町はこれに反対の立場であります。黙っておくということは黙認に値すると思いまして、この意見書を提出いたしました。
　前回は農協の請願を受けてみんなで審議したわけであります。しかし、今回、新たに医療とかの分野もあります。そういうのを受けて、私は医療の分野も大変になるということを思いまして、国に撤回の表明をするよう求めるようお願いしたわけであります。
　このままいくと進む可能性があります。上毛町の皆さんたちの意思と異なったことになると思いまして提案したわけであります。皆さんの御理解をよろしくお願いしたいと思います。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、茂呂議員の趣旨説明に対する質疑を終了します。

――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第２７、発議第２号　「社会保障・税一体改革」の中止を求める意見書案を議題とします。
　提出者に趣旨説明を求めます。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）「社会保障・税一体改革」の中止を求める意見書案の趣旨説明を行います。
　野田首相が進める社会保障と税の一体改革による負担増は、消費税だけで１３.５％、年金支給額の引き下げなどで１６兆円に上ると言われています。
　日本経済をどん底に突き落とした１９９７年の消費税引き上げでは、３％から５％に引き上げ、増税額５兆円、それに医療費の値上げで合計９兆円の負担増でした。それによって、何とか回復しつつあった景気が一遍に冷え込みました。景気対策だといって大企業の減税、大型公共事業のばらまき、銀行の救済のために公的資金の投入などを行われた結果、財政再建どころか、国と地方の債務は、増税後の４年間に４４９兆円から６４５兆円、国内総生産比で８８％から１２８％に膨らんでしまいました。
　今、国民の収入が減っているときに、消費税だけで１３.５％、年金給付削減、社会保障切り下げなどで１６兆円もの負担増をかぶせると、財政再建どころか１９９７年のとき以上に国民の暮らしも経済も大打撃を受けることは明らかであります。
　現政権の進める社会保障と税の一体改革は、消費税を１０％に引き上げても社会保障財源は足りないと言って、国民に痛みを我慢してほしいと言いつつ、閣僚からはさらなる消費税増税の発言が相次いでいます。消費税を納税するため、中小企業では身銭を切って支払う事業所も多くあると聞いています。
　真の社会保障拡充と財政再建危機の打開の道は、八ッ場（ヤンバ）ダムなど無駄な大型公共事業、原発推進予算や米軍思いやり予算、政党助成金など無駄な歳出予算を一掃し、歳出面では富裕層、大企業への新たな減税をやめ、特権的な優遇税制を廃止する。
　そして、次の段階で、社会保障の抜本的なる拡充のため、国民全体で支えることが必要となります。その分は収入の少ない人ほど負担が重くなる消費税ではなく、負担能力に応じて負担する応能負担の原則に立った税制改革によって財源をつくることによって、福祉を拡充しながら財政再建が可能になることで道が開けると思いまして、この意見書を提出いたしました。皆さんの慎重なる御審議をお願いいたしまして、趣旨説明を終わります。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員の趣旨説明が終わりました。

　趣旨説明に対する質疑を行います。

　質疑ありませんか。亀頭議員。
○１０番（亀頭寿太郎君）各種の世論調査では、国民の約７割近くが消費税の１０％を是としておるというようなことです。我が国の実態は、戦後、大陸型から英米型に変更しつつあるというような認識を持っているわけでございます。
　ヨーロッパにおいては、社会福祉いろいろな関係において消費税は２けたなんです。そうした観点、あるいは、今上げるのはどうかというのは、我が身を削れ、行政改革を徹底してやって、そして消費税のアップをというのは、国民の声の７割ぐらいが是としているという新聞紙上の報告、いろいろな報告もある。こうしたことをどう認識しているのか、その点をお尋ねします。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）身を削れという言葉がありますよね。その一つとして、比例定数８０削れということもされています。しかし、その財源では、５０数億程度なんですよ。政党助成金が３２０億円です。ですから、身を削るといっても、財源は、このぐらいの国の借金と社会保障を維持しようと思ったら出てこないんですよ。ですから、根本的に、どうして税収を確保するかということを考えないと、日本の今後の福祉の拡充とか財政再建は無理だと思います。
　それから、消費税に頼るということでありますが、世界各国、消費税を日本より多く賦課しているところはあります。しかし、それは生活に必要な食品には課税しないということでありますから、２０％台の消費税をかけたとしても、食品に課税しないわけですから、実際に入ってくる消費税というのは２０％を割っているわけであります。そういう意味です。
　それから、今、世界では富裕層に税金をかけるということが言われています。アメリカのオバマ大統領もそういうことを打ち出しています。ですから、日本の税体系を消費税中心から負担能力に応じた応能負担、累進課税に変えるべきだと思います。これが私の考えであります。
　ちなみに、消費税を導入して実際に国の収入はふえていないんですよ。消費税がふえた分、ほとんどその金額というのは法人税の減税に回っているわけです。ですから、１９８７年ですかね、消費税が３％になって、消費税が上がった分、国家予算がふえればいいわけですが、現実にはふえていないわけですから、そういう関係にあるということも私は認識しています。
　資料がありました。大体、消費税が導入されて、これまでに累計で２２４兆円、それから法人税が減ったのが累計で２０８兆円、大体それを補ったというだけであります。

　以上です。

○議長（坪根秀介君）亀頭議員、よろしいですか。

○１０番（亀頭寿太郎君）いいです。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑ございませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、茂呂議員の趣旨説明に対する質疑を終了します。

――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）これから、本日採決する議案の上程を行います。

　日程第４、報告第１号　平成２４事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算についてを議題にします。

　議案内容の説明を求めます。
　企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）それでは、報告第１号について御説明させていただきます。

　報告第１号　平成２４事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について。
　平成２４事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告する。平成２４年３月６日提出。上毛町長、鶴田忠良。

　次のページをお願いいたします。事業計画でございます。
　日本経済はリーマンショック後の大幅な景気悪化を経て、デフレや厳しい財政状況といった重荷を背負ったまま、緩やかに持ち直しつつあったが、東日本大震災及び原子力災害並びに世界的な経済危機や記録的な円高等に直面しており、大きな下揺れリスクを含んでいる。今後は東日本大震災からの復旧復興及び原子力災害の速やかな収束を最優先課題とした経済社会の再生が求められている。
　このような中、環境に配慮した部品の需要が伸びてきており、特にエコカーについては、北部九州における自動車１５０万台生産拠点構想により集積が図られた自動車関連事業及び町内企業に好影響を与えると考えられております。
　しかし、雇用情勢につきましては、依然として厳しいようでございます。町内企業の生産活動につきましては回復の兆しが見えてきておるということでありますが、先行きについては不透明な状況だということでございました。
　このような情勢の中で、当公社といたしましては、以下の３点にわたって事務事業を推進いたします。

　１、町からの工業団地取得事業の委託要請に基づき、速やかに適地選定と事業計画の策定を行う。新たな工業団地の適地検討を行う。多様な産業分野からの新規立地の需要に備えるということでございます。
　これが事業計画でございまして、次のページお願いします。

　上毛町土地開発公社の予算でございます。収入支出予算の総額は、収入支出それぞれ３６万８,０００円と定めております。具体的な事業が計画をされておりませんので、経常的な経費のみの内容となっております。

　４ページをお願いいたします。まず収入の部でございますが、事業外収入ということで、基本財産の果実でございます。これは５００万円の基本財産の定期預金の利息１,０００円、それから普通預金の利息１,０００円ということで計上させていただいております。それから、もう一つが繰越金ということで３６万６,０００円、合計いたしまして３６万８,０００円の収入を見込んでいます。
　支出につきましても、経常的な経費ということで、一般管理費に３０万４,０００円、それから事業支出といたしまして、旅費及び需用費で２万円、それから予備費として４万４,０００円、合計３６万８,０００円を計上いたしております。

　以上で御説明終わらせていただきます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑ありませんか。安元議員。
○６番（安元慶彦君）先ほど町長にお尋ねしたのに関連しますけど、毎年、立派な報告が出てきておるわけですけれども、なかなかそれが体現化しないということで、どうも公社の存在価値があるのかなというような感じがずっとしてきておるわけです。やはり具体的に町内の適地というものを探して、関係課との調整ですね。農地であれば産業振興課、あるいはそれにアクセスする建設課の道路の関係とか、そういうものを具体的にやってこないと、何か絵にかいたもちみたいな形でどうもぴんとこんと。
　先ほど町長の施政方針の中にもありましたように、雇用の確保と企業の誘致ということでございますから、ぜひひとつ開発公社が中心になって、町からの要請に基づくとなっていますけど、町長が理事長ですから外部に開発公社があるわけではないですから、行くところは同じということですから、やはり町が相当のアプローチをかけてやらないと、これはまさに絵にかいたもちに終わると私は思うんです。
　こういうものがあってもなくても何ということないじゃないかということで何年かは来ていると思うんですけれども、この２４年はこういう立派なことを書いていますから、ぜひひとつ実現しますように。いろいろ適地を探してみてなかなかということは、何がネックになってそういうことになるのかというようなことも十分分析していただいて、また我々議会のほうにも報告を願いたいと、こういうふうに思っております。

　以上です。

○議長（坪根秀介君）よろしいですか。
　ほかに。三田議員。
○５番（三田敏和君）先ほど町からの工業団地取得事業の委託要請ということで、３点あった中の一つになります。
　企画課長が、以前、半年ぐらい前に、高村さんの話の前後だったと思うんですが、造成地を整備しておく必要があるのではないかなという、たしか一般質問だっただろうだと思いますが、その際に、新たなものはつくって準備しておくことはしないと。話があってからというようなことを答弁されておりました。そういう中で、新たな適地を探すということと造成ということをどのように考えたらいいのか、そこら辺を御説明いただきたい。

○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）先ほど町長の答弁の中にもございましたが、これから新たな適地を探していかなければいけないというふうには思っておりますが、それがすぐ決まるものではないというふうに思っております。いい適地があれば、そこを造成していくということも必要だとは思いますが、逆に、それをつくった場合に、それが塩漬けにならないようなことを考えていかないと、いいところがあって造成した後に、それが全然売れなくて、１０年もまた放置されるというようなことにならないような適地をまたいろいろ考えていかなければいけないというふうには思っております。

○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）確かにそのリスクは抱えているわけですが、いざそういうふうになった場面で、実際的に企業立地の進むぐあいと行政の言う提供できる時間というのは、私は逆になると思うんです、時間的な要素から踏まえてですね。ある程度リスクはあるにしろ、町の企業を誘致するという姿勢から考えると、基本的には、造成をして道路等をつくり、そういう状態にするということは、必要なことではないかなと思うんです。
　あくまでも、マイナス面ばかり考えてそのことをやらないというのは、私はこっけいじゃないかなと思うんですが、その辺はいかがですか。

○議長（坪根秀介君）町長。

○町長（鶴田忠良君）おっしゃるとおりでございます。企画課長はちょっと後の心配ばかりするわけでございますけれども、これからのことを考えますと、多少のリスクを背負って、やっぱり先を見通して適地を、あるいは企業の誘致にかなうような、ある意味では準備しておかなならんだろうと思っております。

　先ほど申し上げましたけれども、起債と基金の拮抗、つまりバランスがとれたということであります。したがいまして、来年度からの起債の部分がどんどん減っていく、加速的と申し上げても結構と思うんですが、減るわけでありますので、基金もそう積み立てる必要もないだろうというふうにも考えております。そういった意味でも、基金の活用、あるいは余剰財源の活用、そういった方向で活用してまいりたいというふうに考えております。
○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はございませんか。宮本議員。

○１番（宮本理一郎君）実際に企業の要望に即座に対応できる用地が枯渇しているのが現状というふうに認識されております。本町の活性化という大きな柱の要素であります企業誘致というのは、やはりこっちがある程度ポジティブに動かないと、活性化というものはなされないというふうに思います。来るのを待っておるような段階では、活性化というものはなりえない。つまり企業誘致ということですから、こっちから県内外、全国に向かって発信すればいいだけの話ですね。発信するなり営業なり、我々も含めて、実際に動きをすれば、事がなる問題だと思います。
　相手が来るのを待ち受けているということでは、いつまでも誘致もできないし、もちろん用地を準備しておく必要はないんですけれども、大目標として、企業の本町の活性化というものを掲げるならば、やっぱりある程度ポジティブに動いて、常にそういう需要があれば即座に対応できる体制だけはとっておくべきだと思います。いかがですか。
○議長（坪根秀介君）町長。

○町長（鶴田忠良君）先ほど三田議員さんにお答えしたこととダブるわけでございますので、そういう方向で一定進めたいと思います。
　ちなみに高村工業は、１回目に８名ぐらいの雇用をいたしまして、２回目は１１名、そのうち７名が本町出身者の雇用ができたということであります。合計しますと、十何人かは高村工業に雇用されたというふうになるわけでございますので、そういうことを考えますと、やはり企業誘致は本町の活性化には欠くことができない事業だろうと思っています。皆様方もその際にはまた御提案申し上げますので、よろしく御理解のほどをお願い申し上げたいと思います。

○議長（坪根秀介君）宮本議員よろしいですか。
○１番（宮本理一郎君）はい。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑を終了します。
　以上で本件の報告を終わります。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第５、議案第１号　平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第５号）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。

　総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）それでは、私のほうから議案第１号、平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第５号）について概略の説明をさせていただきます。
　平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第５号）は次に定めるところによるということで、第１条で歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億６,６００万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ５３億４,６７４万６,０００円とするという内容でございます。第２条で地方債の補正ということで、第２表に地方債補正によるというものがございます。３月６日、本日、上毛町長、鶴田忠良の提出でございます。

　それでは、まず６ページをおめくりいただきたいと思います。地方債補正の第２表でございます。出資債の変更という内容でございまして、水道企業団の事業費が確定いたしまして、それに基づきまして出資債も確定したということで、１,１５０万円から１,０８０万円の減額補正という内容でございます。
　それから、次のページの７ページでございます。事項別明細書の歳入の部分でございますけれども、まず町税でございます。これは本文の９ページに細かい分が載っておりますけれども、今回、１億円の増額補正をいたしております。中身につきましては、ごらんいただきますとわかりますが、個人町民税が３,０００万円、それから法人住民税を３,０００万円、それから固定資産税を３,０００万円、それからたばこ税を１,０００万円、今回、追加補正をいたしておるものでございます。
　それから、９款の地方交付税でございます。今回、６,４１７万７,０００円の補正をいたしております。これは１１ページにございますが、普通交付税が一応確定いたしまして、２５億３,６１２万２,０００円ということでございます。今回、１,０４９万４,０００円の補正、それから特別交付税でございますが、これはいまだ未確定でございます。現在のところ、２億１,３６８万３,０００円が今回の補正額の総額となっておりまして、現在のところ、総額が２７億４,９８０万５,０００円というものでございます。
　それから、分担金及び負担金、これは１２ページにございますが、これにつきましては５２９万円の減額でございまして、一時保育の利用料の負担金の減額とため池の改修の分担金の減額をいたしておるものでございます。

　それから、使用料及び手数料、これは１３ページにございますが、５１１万４,０００円の減額でございます。公営住宅の使用料が４００万、それからごみ処理の手数料等で８０万円の減額をいたしておるものでございます。
　それから、国庫支出金でございます。これは１４ページから１５ページに詳細がございますが、子ども手当の負担金２,４００万円の減額が主なものとなっております。

　それから、県支出金で、これは１６ページから１９ページに詳細がございますが、１,５３０万円の減額でございまして、緊急雇用の基金事業の減額が７３５万円、それから地籍調査の負担金２７０万円の減額が主なものとなっております。

　財産収入はもう小額ですので飛ばしていただきまして、繰入金、これについては２１ページに詳細がございます。８２５万８,０００円の減額でございまして、今回、まちづくり基金、それから矢方池の基金を減額いたしております。

　それから、繰越金でございます。２２ページに詳細がございますが、前年度繰越金を今回全額を計上いたしておるものでございます。

　それから、諸収入でございますが、この詳細は２３ページにございます。８９８万８,０００円という今回の減額補正でございますが、文化財の史跡調査事業の減額、それから保育所運営費の負担金の増額、それぞれ減額、増額が入りまじっておりますが、トータル的には８９８万８,０００円の減額となっております。
　それから、町債でございますが、７０万円の減額ということで、これは先ほど御説明しました出資債の減額の分でございます。

　歳入合計といたしまして、５３億４,６７４万６,０００円の歳入でございます。

　続きまして、歳出でございます。
　議会費は、まあ、ごらんいただきたいということでございます。

　総務費でございますが、個別の前に、全体的には、人件費関係の不用額、超過勤務手当の関係もおよそ見えてきましたので、そういった部分を減額いたしております。それから、今回、共済組合の負担金が増額改定いたしまして、その分が全体的に増という形になっております。
　それで、まず全体的に主な部分だけでございますが、総務費に関しては、今回、９９４万４,０００円減額となっておりますが、減額の部分は、企画のほうで電子計算費を昨年度導入いたしまして、その入札の執行残が１７００万円ほどございます。それが大きな減額の要因となっております。
　増額の部分につきましては、今年度２名退職いたします。それで、退職手当の特別負担金が１,５００万円ほど計上いたしております。それから、提案理由でも町長が申しましたが、運行収入が減った関係で吉富タクシーの運行助成金、それから燃料費の高騰等で不足いたしまして、それが７８万２,０００円ほど、今回、増額の補正をいたしております。

　それから民生費でございます。８,１００万円ほどの減額となっております。結構大きなものでございますが、これは本文の３０ページから３５ページに示しておりますが、今回、国保特会の繰出金を減額補正で１,４００万円ほど、これは見込みの精算によるものであります。

　それから、県の介護保険の広域連合の負担金も、今回見込み額が確定いたしましたので、２,１００万円ほど減額補正をいたしております。

　それから、後期高齢者の特別会計の繰出金につきましても３３０万円ほど減額をいたしておるものでございます。

　それから、子ども手当の不用見込み額２,６００万円ほどですね。これは制度改正によりまして、その分も減額をいたしております。民生費につきましては、増の部分が介護予防事業の返還金が、少額でございますが９９万円の増額補正をいたしております。

　それから、衛生費でございますが、１,５００万円ほど減額をいたしております。これは本文の３６～３９ページにございますが、予防接種の委託料、それから予防接種の補助金関係のいわゆる不用見込み額が生じましたので、その分の減額が主なものでございます。

　それから、農林水産業費でございます。これが２,２００万ほどの減額となっております。減額の主なものにつきましては、ため池事業、これが矢方池、大ノ瀬池の整備事業費の減に伴うものが主なものでございます。

　それから、地籍調査事業の委託料が２８０万円ほど減額をいたしております。

　それから、農林水産業費の増の部分につきましては、地籍調査の立ち会い報奨金が５０万円ほど増額を今回いたしておるものでございます。

　それから、飛びまして土木費でございますが、８５０万円ほど今回減額になっております。これは本文の４４ページから４５ページでございますが、道路新設改良費の用地測量費が、入札によりまして執行残が１３０万円ほどございますので、今回、減額をいたしております。
　それから、住宅管理費につきましては、新池団地の外壁の吹きかえ工事等が、入札残で２３０万円ほど減額を今回いたしておるものでございます。

　それから、消防費は増額の部分がございます。これも提案理由で説明をいたしましたが、防災無線屋外子局が２カ所故障しておりまして、その修繕費として１６０万円を計上いたしております。
　それから、教育費でございます。４,２００万円ほどの減額となっております。４７ページから４９ページにございますが、減額の主なものは、文化財の発掘調査の関連経費が１,７００万円の減、授業料の減ということで御理解願いたいと思います。

　それから、総合グラウンドのナイター設備等の関連工事、これにつきましても入札残がございまして、２,１００万円ほどの減額を今回いたしておるものでございます。それから増の部分といたしましては、総合グラウンドのベンチ購入、それから、今度東中学校に障害者の生徒さんがおられるということで、障害者用の改修工事ということで、１８０万円の増額計上をいたしておるものでございます。

　それから、公債費で１,２６０万８,０００円の減額補正でございます。これは見込み分の利子が多かったということで、今回、その分の減額補正をいたしておるものでございます。

　それから、最後に諸支出金でございます。５億４,９０７万３,０００円の増でございます。公共施設整備基金への１,９９０万円の積立、それから減債基金への３,４９０万円の積立を今回いたしておるものでございます。

　以上が歳入歳出で増減額の主なものを御説明いたしました。以上で終わりたいと思います。

　失礼いたしました。３億４９８５万円の減債基金への積み立てでございます。

○議長（坪根秀介君）説明は終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑ございませんか。安元議員。
○６番（安元慶彦君）今議会が２３年度の最後の議会ですから、予算の増減の調整ということは十分理解するわけでございますけれども、まず歳入のほうからお尋ねをしたいと思います。

　町税が１億ほど補正をされておると。これは例年のごとく、昨年は７,０００万ぐらい出てきとるわけですけれども、どうもこの町税というものは、私は早い時期に調整ができて、額が確定しておるものと思っております。法人税等においては、企業の関係で、年度の終わり方といいますか、途中でそういうものが生じたとすれば、それはそうかもわかりませんけれども、皆さんが納めた税金が年度末になって計上されて、もう今年度は執行をする余地がない、期間がない、こういった性格になっておるわけです。とりわけ外部からの補助金とかいろんなものについては、交付決定等がなければ時期的なものがあると思うんですけれども、そういったものでなくて、町税というものは、私はできるだけ早く計上して、各般にわたって有効に執行される、こういう性格ではないかと思っておるわけです。
　それで、地方自治法２１２条で言いますところの総計予算主義、これには、私はいつかの時点で予算というお金を包み隠さず出さなければならない。わかりやすく言いますと、へそくりはできんぞということで法律ができております。それには抵触しないんだという答弁になると思いますが、やっぱりこの性格のものはできるだけ早く、確定した段階で計上して適正な執行を、住民の皆さん方に返していくものであるというふうに思いますが、そこら辺の執行部の考え方をお尋ねいたしたいと思います。

　それから、歳出についても、お金の増減調整の議会ですから意味するところはわかるんですけれども、何となく予算編成のときに大ざっぱにやっているんじゃないか。どうも随所に不用額が見られるということで、その金額もなかなか大きい。外部的に要因があるところは、これはやむを得んかもわかりませんけれども、予算編成のときに厳密な積算をやったのかなと、こういうことを思うわけです。
　例えば、重要なことであったはずの三世代のところでうんと金が余っているとか、金額は小さいですけれども、敬老金あたりが８４人分も余っているとか、たくさん死にましたからと言えばそれで理由になるのかもわからんけど、そういったところが、どうも予算を編成するときに、金があるから、ギシギシやってお互いに削ってどっかに持っていかないとないからということじゃなくて、ゆったりした財政の中であるからそれでもって組んどけと。変な勘ぐりかもわかりませんけれども、どうも今期のこの予算調整の中にそんなところが私は見られるわけです。そこら辺、財政課長、どんなものですか。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）まず、いわゆる財源というものの基本原則でございます。これは予算編成方針にも当初予算にも記しておりますけれども、過大見積もりを避けるということで、これは歳入、歳出についてもそれが鉄則でございまして、その趣旨に沿って予算編成、予算査定等をやっております。
　その結果、歳出においては、所管課のほうで内容については十分把握されていると思いますが、予算編成の段階では、そういった過大見積もりを避けるということが鉄則、原則になっております。そういった、いわゆるヒアリング等も踏まえて予算編成はしておるつもりでございます。
　それから、町税につきましては、いわゆる補正予算は、基本的には災害等緊急の場合がなければほとんど使うことがないわけでございますけれども、もしそういった事態が生じれば、財源は、まず第１段階として、地方交付税、それからいわゆる繰越金等を活用していくというような形の鉄則を、我々の考えのもとに執行しているわけでございます。
　町税等につきましても、先ほどから申しましたように、過大見積もりというものを避けるために、そういった原則に沿って、ある一定の予算は歳入財源として認めるわけでございますが、かなり抑えた形で計上いたしておるということでございます。
　先ほど申しましたけれども、補正予算、緊急の場合の補正予算につきましては、まず初めに交付税、それから繰越金等、それから、当然、国庫財源、そういったものが充当できるのならば、そういったものを最優先する形で充当しておるというような原則のもとに我々は財政運営をしておるものでございます。
○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）町税あたりは約７億の中の約１億を留保していると。こういったようなことで、留保財源というようなことで、安全面からというようなことになると思うんですけれども、私はそういうものはひとつ皆さん方にお返しする意味でも、早く計上して執行するということが行政としての役割ではないかというふうに思うわけです。
　法的には私は間違っておりませんといえば、いわゆる自治法２１０条等には全く抵触しておりませんし、確かにそうかもわかりませんけれども、内容的にはそういうことも思うわけです。

　それから、税務課長にちょっとお尋ねしたいと思うんですけれども、農業関係で戸別所得補償等いろいろな交付金等が今の政権の中で出てきております。今、ちょうど申告もやっておりますしこれから先も出てきますけれども、今までの分で新しい制度の中で、こういったものが町税に、おおよそでいいんですけれども、わかればお尋ねをしたいと思います。

○議長（坪根秀介君）税務課長。

○税務課長（福田正晴君）戸別保障の交付金につきましては、平成２３年度の金額で言いますと、大体４億１,０００万円ぐらい交付されていると聞いております。
　今、確定申告をやっておりますけれども、小規模農家につきましては、交付金を含めた収入より経費のほうが多い農家の方も多くて、プラスになる農家は余り多くないと思われます。しかし、大規模農家につきましては、交付金の額もかなり大きく、農業収入もかなり上がっている農家もたくさんおります。そういう農家につきましては、税金につきましても前年度より大幅にアップする農家もございます。
　ということで、町全体としては４億１,０００万円の収入が入ったということでございますが、税収に関しては、先ほど言いましたが、いろいろな経費を換算して課税されるものでございますので、今の段階では、収入として４億１,０００万円の交付金が町に入りますが、税金としてどのくらい入るかというのは、ちょっと把握はできません。
　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）安元議員、３回目です。
○６番（安元慶彦君）ちょっと町長にこれは感想といいますか、思いをちょっとお尋ねしたいと思うんですけれども、交付税が、今回、約２７億５,０００万円。これが、新町建設計画の中では１９億ぐらいが見込まれてきておるわけですね。かなりの伸びになっておる。いわゆる本町においては、基準財政需要額が相当大きくて財政収入額が少ないからこういう金額の伸びになっておるのか。悪くとりますと、合併をしないと国のほうからこれだけ締めつけをくって大変なことになるからといって、何かこういった金額はおどされてきたのではないかなというふうな、私はそんな感じもしないわけでもないんですけれども。

　私は、予算が配付されたらすぐ新町建設計画と比較してみます。どういうふうなことで推移をしているかなと。やっぱりあのときにシビアな積算をやった、そのとおりだなと思わせなくて、どんどん交付税というものが伸びてきておると。伸びているということを私は何も喜んでいるわけではないです。それだけうちの生活が苦しいからということで国のほうから来ているというふうに思うわけですね、当然、収入が多ければこれは減ってくるわけですから。そういうことで、平成１５年、１６年、合併をしないと大変なことになるんだということで住民の皆さん方に訴えてきたときと今と、町長のお考えといいますか今の思いですね。そういったものをお尋ねしたいと思いますが。

○議長（坪根秀介君）町長。

○町長（鶴田忠良君）交付税の伸びの一番大きい原因は、私は小泉内閣のときの三位一体改革、あれで地方の財政が非常に厳しく査定されたということだろうと思うんです。その後、政権がかわりまして、地方分権を含めて財源もということの意味で、地方交付税が増額されているというふうに、一般的には言えるのではなかろうかというふうに思っております。

　本町にとりましては、加えて、合併特別債を含めいろいろな意味で優遇措置があったと。また、現在、まだ続いてあるわけで、あと四、五年は続くと思うんですけれども。ということが加味されて、合併しない町村に比べれば、交付税措置がなされていると。それは、さっきおっしゃたような自主財源が少ないということ、基準財政需要額、あるいは財政収入額との対比もありますけれども、それ以外に国の方針として、地方、とりわけ小規模市町村に対する手厚い、ある意味の財政措置が地方交付税の増額となってあらわれているというふうに考えるのが私は自然だろうと、そういうふうに思っております。

○議長（坪根秀介君）ほかに。三田議員。

○５番（三田敏和君）先ほどの安元議員の質問に対しての答弁で、非常に執行残が残るというか不用額ということで計上されておりますが、予算の段階でのそれぞれ担当課長の熱のある答弁に比べて、非常にあいまいな言いわけに過ぎるような言葉が羅列されておりまして、非常に残念に思うわけです。予算の段階で、今、過大見積もりを避けるというような言葉がありましたが、何か言葉だけが宙に浮いているような気がしてなりません。予算段階で、本当にそれが必要であれば、それをきちんと使うだけのものにしていただきたいなというふうに思っております。
　そういう中で、３点ほどちょっと質問をしたいのですが、確認をしたいのですが、いいんですね、ページの中で。

○議長（坪根秀介君）はい、どうぞ。

○５番（三田敏和君）２６ページに乗り合いタクシーの増額がありました。町のコミュニティバス、それから乗り合いタクシーは、地域の皆さんの足という中では、非常に利便性の高いもので、燃料費の高騰等もあるわけですが、今後も十分続けていかなくちゃいけない中で、財政的にどうなのかということをお聞きしたい。

　それと、３６ページに予防ワクチンの件があります。不用額が残っております。前回も私聞いたような気がするんですが、必要な事項ということでする中で、どういう理由でこの不用額が出るのか。

　それともう１点、４６ページに防災無線の件が２基ほど故障していると。これ住民に対して問題なかったのか。どこの地域でどのようにカバーされているのか。

　その３点を教えていただきたい。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）総務課の分で、乗り合いタクシーの件でございます。総額でどのくらいの予算計上がされているかということですか。済みません、質問の内容がいまいちよくわかりませんでした。申しわけございません。
○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）ここでプラスの補正がされてます。非常に地域として利便性を含めた足として必要なわけで、今後も続けていってほしいというふうに思っている状況の中で、今後の見通しとして、どんどん予算が膨れるからどうのこうの含めて、今後のことをお聞かせいただきたい。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）申しわけございません。確かに今回の増は、燃料費の高騰もございますが、いわゆる利用人員がかなり減っておる状況でございます。
　乗り合いタクシーは、御存じのように大平支所から中津の駅まで運行しておるわけでございますが、私どもまだ正確な分析はできておりませんけれども、２１年ですか、イオン三光のほうにコミュニティバスが運行するようになって、恐らくという言い方は妥当ではないかもしれませんが、恐らく下向きに乗り合いタクシーで下る、買い物に出かけるということが、イオン三光のほうに流れておるのではなかろうかというような分析をいたしております。これは、今後、詳細な分析はしてまいります。

　それから、高齢者といいましても、年の方は亡くなってまいります。これは顕著にあらわれる数字ではないかもしれませんが、今は割と自家用車を運転される高齢者も結構多いというようなことも要因として少なからずあるのかなというふうなことを考えております。
　したがいまして、今後のことでございますが、２３年度につきましては、この乗り合いタクシーで、うちの負担が今回の７８万を加えますと、大体２５０万ぐらいの負担で、これは吉富と７対３で分けております。これは運行距離が私どものほうが多いからそういった負担になるわけでございますが、吉富のほうにはそういった医療関係の施設もございますし、中津のほうのそういったショッピングの関係もございますので。

　今後はこれをやめるとかそういう問題ではございませんで、そういった財政収支についても、今は吉富タクシーのほうに運行をお任せしておりますが、効率的な運行がなされているのかということも踏まえて、きちんと分析しながら、今後、こういった経費の削減等が可能であれば、そういった分もきちんと精査しながら検討して、そういった余力があるのであれば実行していきたいなというふうに考えております。

　この運行自体は、運行費を上げるだとかこれを縮小するだとかというようなことは、現時点では一切考えていないというふうに御理解願いたいと思います。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）屋外無線でございますが、安雲と土佐井にある子局が、老朽化によりまして音が出てないというような状況がありました。これは、もう２０年以上経過しておりまして、ほかの子局につきましても、今後、同様のことが起こるのかなというふうなことも考えられます。
　これについては、直ちに修繕するということでございますが、その辺のリカバリーでございますが、屋内のそういった受信設備が現在機能しているということについては、問題ないというふうに考えております。したがいまして、それに甘んじることなく、一刻も早く補正予算で対応して、すぐに執行してまいりたいというふうに考えております。

○議長（坪根秀介君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）私のほうから予防ワクチンの関係の減額が大きいという点についてでございますけれども、今回、減額させていただいておりますのは、任意の予防接種に係るものでございます。インフルエンザを除いて、子宮頸がん、肺炎球菌、ヒブワクチン、これらは２３年度から実施を始めた接種事業でございます。一部は以前から単独でやっていた部分があるんですけれども、これにつきましては、一応、初年度ということで、対象者すべての方が要望された場合に、私どものほうで費用負担がしっかりできるようにということで、多少多目にというか、全員がクリアできるような形で予算計上しております。
　加えて、接種期間の関係があるんです。例を挙げれば、子宮頸がんであれば、中学生から高校２年生までというような期間がございますので、接種者側にしてみれば、慌ててせずに、ちょっと様子を見ながら来年しようかとか、そういう方もいらっしゃる関係もあったかと思います。
　そういう関係で、少し予算的に枠どりが大きくなったのはいたし方ない部分でございます。今後、接種状況の推移を見ながら、徐々に適正な予算額に修正をしてまいりたいと思っております。

○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）乗り合いタクシーの件につきましては、今、コミュニティバスがイオン三光まで行くということで、非常に私は利用者のことを考えてそこまでやっていただいたなというふうに感心やら感動やらしているわけです。ちょうど本庁の前でバスに乗る利用者の方に話すと、買い物に行くんだという話を聞くしですね。そういう面では、非常に的を得た施策だったなというふうに思う中で、そういう中津、医療機関等を含めて、今後運行する中で、ぜひ効率的な運行と利用者の方々の負担増にならないように継続的にやっていただきたいと思うし、その辺については、今後の町行政のあり方を期待をしているところであります。

　また、防災無線につきましては理解をいたしました。戸別のものが十分機能しているので問題ないんだという話の中から、屋外のものが本当に必要なのかなと反対に思えるような気もしてならないわけです。今外に出て働いている人も本当に少ないわけで、というようなこともまた別の意味で感じるところがあります。必要最小限の中で、どうやって基地局とそのものが地域のアンテナの役目をしているのではないかなというふうなことを思うし、必要だろうなということは思いながらも、そんなことを思ってしまいました。そういうことで、その辺については、ぜひ今後とも十分あり方について検討して進めていただきたいなと思います。

　それから、予防接種につきましては、内容は理解いたしました。今後の中で、もっともっと意義あるというか、全員がわかった中で受けられる、心配はどうすべきかということを含めて、そういうことについて努めていただきたいなというふうに思いますのでよろしくお願いします。

○議長（坪根秀介君）よろしいですか。
　ほかに。亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）２点ほどお尋ねします。

　町長の提案理由で説明がありました退職組合ですね。福岡県で退職組合に加入している団体は何団体あるのか、全国でもって加入率はどうなっているのか。

　それから、社会教育の中の社会体育、特に学校スポーツ、あるいは企業スポーツから東京オリンピックを契機として地域スポーツということになって今日まで来ておるわけでございます。特に、社会体育あたりを通じて、健康増進、あるいは地域のスポーツを通じての親睦と、こういうような観点から、旧新吉富時代は非常に積極的に取り組んできた状態でございます。今回、体育指導員の補正が２７万とあるのが、体育指導員は何で２７万も。活動していないという意味ですか、それとも手当は要りませんと言って返納したんですか。
○議長（坪根秀介君）亀頭議員、念のためにページ数と箇所を言ってもらえますか。

○１０番（亀頭寿太郎君）だから、町長の言うた提案理由の。ページやら言わんでも大方わかろうもん。４９ページ、社会教育費は。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）福岡県下でよろしいでしょうか。
○１０番（亀頭寿太郎君）はい。

○総務課長（矢野洋一君）県下で、自治体は４２団体参加しております。あと３０団体ほどは一部事務組合でございます。自治体自体は４２団体加入をしております。
○議長（坪根秀介君）教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）体育指導員の報酬でございますが、現在、体育指導員につきましては、１０名をそれぞれ各行事ごとに出欠状況の確認をいたしまして、当然日曜日勤務の方もおられますので、そういった部分で、無理のないような形で運用をやっております。きちんと年間運用する中で、どうしても出られないという方がおられる部分を今回減額させていただいたということです。きちんとそれぞれ皆さんは体育行事の中で御活躍いただいているということを御報告申し上げておきます。
○議長（坪根秀介君）ほかに。大山議員。

○１１番（大山　晃君）合併当初は、総合計画の中で、ため池と老朽化した橋梁関係で出ておったと思うんですけれども。ここら辺の関係の農業振興策として、予定されているため池の改修工事等があろうと思うんですが、当初は、東上のササオダニ池が上がっておりました。まだ、その他数多くの池が漏水をしております。そういうものの調査をしたと思うんですが、その調査に対する今後の考え方、町としての修繕、改修工事等の進め方等々はないようであります。それとですね……。
○議長（坪根秀介君）大山議員。一応ページを指摘して下さい。

○１１番（大山　晃君）ページというよりか、前回ですね、総合計画の冊子の中にあるわけです。それが上がってないから、私が今指摘をさせてもらいよるわけ。出てないからいつごろ出せるのかというということを尋ねたいわけ。

○議長（坪根秀介君）一応補正予算の審議をしていますので、その中で。

○１１番（大山　晃君）補正に出てないから出してくれないかということを私は言いよる、追加でも。（「議長、一般質問でやんなよ」と呼ぶ声あり）
○議長（坪根秀介君）大山議員、よろしいですか。

○１１番（大山　晃君）はい、一般質問でやります。

○議長（坪根秀介君）ほかに。宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）３点ほど質問いたします。

　１３ページの公営住宅使用料ですけど、４００万と大きい数字だと思うんですけど、そういった使用料が入ってこなかった理由というのはどういったことなのでしょうか。公営住宅を廃止したのか、それとも全く４００万に当たる部分だけの方が入ってなかったのか、理由をお聞かせください。

　２点目が、３３ページの三世代同居支援の分ですけど、３８５万不用ということで、たしか予算総額は７００何ぼだったので約半分の不用でございますが、そういう予算の半分に満たなかったという理由というのはどのようにお考えですか。

　３番目ですけど、４３ページの食による観光誘致推進事業委託不用見込み額１０５万ですけど、どのような理由でそういった不用が出ているのかお答えください。

○議長（坪根秀介君）住民課長。

○住民課長（福本豊彦君）それでは、私のほうから公営住宅の使用料の減額についてを御答弁させていただきたいと思います。
　公営住宅につきましては、今現在、２月中旬の収入状況で、２,８８０万ほどございます。当初予算で予算組みをしておったわけでございますが、この当初予算の作成の段階では、その年度の調定額を参考にしたということです。その中で、実際の収入金額につきましては、年度途中で退所される方等もございましたので、その辺が若干当初予算の中には反映されてなかったということで、そういうのが要因となりまして不用額ということになったものと、現年分の徴収につきましても、なかなか１００％の徴収ができないという状況でございますので、そういうのを見込みまして、今回、減額をさせていただいたということになります。

　それから、三世代の減額でございますが、これにつきましては、当初、初めての事業ということで、住基台帳のほうの資料から対象の小中学生、それから園児等の人数を算定いたしまして、それに単価を掛けた分が予算で、全体６８３万ほどを計上させていただきました。
　実際に募集等を行ったわけでございますが、その中で、小中学生につきましては、小学生が５５名、中学生が３６名ということで、実質予定しておりました予算の人数の３分の２程度、半分まではいきませんけど、中学生では約半分ぐらいという状況になっております。未就学の児童につきましては、これはもう全体の分で、保育所に入所している方の人数を、当時は入所予定の方の人数を差し引きした人数という形で、多目と言ったら過大見積もりと御指摘になると思いますが、ちょっと多目の分で、未就学については４０名の予算を計上させていただいたところです。実際、未就学の方々につきましては、１０件の申請ということになっております。
　本来、この事業につきましては、申請方式ということで説明をさせていただいて、初年度ということで、半年間の猶予期間を設けながら取り組んできたところでございますが、事業の内容等、啓蒙啓発等の手法が不十分で徹底してない部分もひょっとしたら出ていたのではなかろうかというふうに思っております。
　結果的に今回の不用額ということで、３８５万円を計上させていただいたところでございます。

○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）それでは、食における観光客誘致事業の不用見込み額１０５万の内訳でございますが、新吉富まちづくり有限会社に委託しておりまして、その中で働いている方が急にやめられたりというふうな形で求人募集に人が集まらず、ほとんどの委託の予算が人件費となりますので、その人件費５８万を減額しております。それからＮＰＯ法人ピアハウスつばささんに委託しておる事業で、これについても人がなかなか集まらず、実績見込みによる人件費の削減ということで、４７万を計上させていただいております。

○議長（坪根秀介君）宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）１３ページの公営住宅なんですけど、住宅の家賃ってそんなに高くないと思うんですけれども、それに比べて４００万というのはかなり多いと思います。やはり入りたい人というのは多いかと思いますので、戸数がわかれば使用料というのはそんなに狂うものじゃないと思いますので、なるべくそういったように入れる体制にしていただきたいと思いますけれども、どのように考えていますか。

　それと、三世代でございますけれども、９月に一般質問したときとそんなに利用者の数字は変わってないんじゃないかと思います。それに関して、周知徹底に努めると言いましたけど、どのように努めたのか。それと、あえてこういった補助金をいただかないという方もおるというのは把握されていますでしょうか。

○議長（坪根秀介君）住民課長。

○住民課長（福本豊彦君）住宅につきましては、新吉地区で５団地、大平地区で７団地がございます。すべての住宅で退出があった場合に新たに募集をしているということではなくて、その中で新吉地区では２団地、大平地区につきましては２団地という形の分で募集しております。ですから、どうしてもそれ以外の新規の入所を募集しない団地につきましては、新たな住宅料の収入がなくなるということになりますので、そういう意味で今の減額になったと。

　それから、使用料につきましては、当然、所得に応じた分で算定をされますので、世帯によって金額が変わってくるということになろうかと思っております。
　当初につきましては、大体平均で入りの分を計上させていただいておりますので、昨年が１５０世帯ほどだったというふうに思っておりますが、その辺の分の見込みが、先ほど申しましたように、予算を編成する段階での調定をその時点で起こしている戸数を参考にして計上をしていたということでございますので、そういう中で減額が生じたということになろうかと思います。

　それから、三世代の関係でございますが、これにつきましても周知方法、広報等でお知らせしたりということでやってきたわけでございますが、世帯によっては、住民票上が同じ世帯でも、実際は別に住んでいますとかいう状況がございますので、当初計上させていただいた予算では、あくまで世帯の台帳を基本に予算計上させていただいたということで、その辺でどうしても差は出てくるのではなかろうかというふうには考えています。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。三田議員。

○５番（三田敏和君）先ほど、食の関係で　　　人員がやめて集まらなかったというような話がありましたが、その件について、町としてどのように　　　。
○議長（坪根秀介君）三田議員、一度質疑終わっていますよね。

○５番（三田敏和君）もうできないかね、１回残しておいたような気がするんだけど。

○議長（坪根秀介君）わかりました。どうぞ。

○５番（三田敏和君）大変失礼しました。もう一度言います。食による観光客の増ということで、人員が見込めなかった、それからピアハウスつばさに委託している人も、人が集まらなかったという話なんですが、これがどの時点でその話がきちんと来て、どのように対応しようとしたのか、最終的に、今の段階でマイナスを計上するというのはいかがかなと思うんですが、その辺の経緯をお願いします。

○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）これは緊急雇用の関係になりまして、ハローワークに募集をかけないといけないような事業になっておりますので、三田議員さんが申されるのは、当初からそういう人がいなかったのではないかというようなことではないかと思うんですが、今回、実績見込みを出していただいて、このくらい減額をしたということでございます。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）９ページ、町税なんですが、前議員からもこの問題について指摘されていましたけれど、私も１億円この時点で計上というのは大きいと思います。全体的には５億６,０００万、約６億ですから、１５％以上です。このくらいの税収が入っているわけです、今の時点で。これがもっと早くわかれば、もっと有効な方向に使われたかと思います。こういうことが二度とないようにしてほしいと思いますので、なぜこうなったのか、その原因をきちんと把握していただきたいと思います。今の時点でわかっておればお願いしたいと思います。
　特に私が言うのは固定資産税です。これについてはわかっていると思うんです。これについては、３,０００万円ですから、こんなに変動があるというのは、ちょっとおかしいなと、納得できないんですが、もっとリアルな分析をお願いしたいと思います。今の時点でのお考えを再度お伺いいたします。

　それから、５２ページの諸支出ですが、ここも補正で５億４,９００万円ですか。これも予算総額で見ると１０％強ですよね。１割あります。これは平成２３年度ですが、２２年度もここで前年比同期で９億あったんですよね。今回８億なんですよ。前議員の質疑の中では、一般財源から有利な財源に変えたということでありますが、実際にそれがどのくらいあるのかお伺いいたします。

　それから、財政調整基金を減額していますけれど、私は個人的には、財政調整基金は、基金に積み立てる金があれば財政基金をふやしたほうがいいと思うんですが、減債基金にかなり入れています。この傾向が強く見られるんですけれど、繰上償還などめどがあればそれはそれとして利点だとは思いますが、そういうのがなければ、やっぱり財政調整基金のほうに繰り入れるべきではなかったのかと思います。その点についてのお考えをお伺いいたします。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）町税の３月補正についてでございますが、先ほど安元議員の御質問にお答えしましたように、私どもの考え方としましては、町税自体の歳入財源としての見積もりは、先ほども申し上げましたけれども、過大見積もりを避けるという意味で、かなり抑えて当初予算を見積もっておるということは事実でございます。
　年度途中のそうした財源につきましては、先ほど申し上げましたように、地方交付税、それから繰越金という順で基本的に財源として充当していくというスタンスで現在、行っております。町税につきましては、一応、最終的にというふうに私どもは今まで考えておりまして、今年度につきましてもそういった形で執行しておるものでございます。
　今回につきましては、多少当初予算の見積もりが控えめだったということは、私どもも感じております。その辺については、今後、修正をしていくべきところは修正をしていく方向で考えていきたいというふうに思っておるところでございます。

　それから基金の積み立てでございます。最終的に、今、入りの増、それから出の減という中で、５億ほどの財源を基金に積み立てることでございます。財政調整基金にということをおっしゃっておりましたが、基本的には、先ほど話題にも上りましたけれども、地方債の残高が、現在、２３年度末でまだ７３億ございます。
　これは全体の話ですが、基金につきましては、今年度末で７１億の基金の積み立てでほぼ拮抗する状態でございますけれども、減債基金に関していえば、まだ２４億ということで、現在の基金残高から比較しますとかなり少ない金額でございますので、そういった余力があれば、まず減債基金への積み立てということを私どもは第一義的に優先というふうに考えておるところでございますので、設備投資という面で公共施設整備基金、それから今後の借金の返済という部分で減債基金のほうに積んでおるという考え方を今後も通していきたいというふうに考えておるところでございます。

　それから、もう一つ申しわけございませんが、三つのうちの２番目の質問の意味がよく理解できなかったのですが、今のお答えの中に含まれているのであれば、もうそれで。入っておりませんか。では、もう一度確認をお願いしたいと思います。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）前議員からのお尋ねで、一般財源よりも有利な財源のほうで執行したというようなやりとりがあったと思います。ですから、一般財源がこんなに残ったと思うんですよ、不用額が。そういう操作をされたのであれば、それはどのくらいあったのかなということのお尋ねであります。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）事業するに当たって、国とか県とかそういう部分の予算を、本当に洗いざらい検討しながら、一般財源を投入しなくてもそういった財源の可能性があるのであれば、そちらのほうをなるべく探して財源として充当していくように、当初予算段階で極力考えていったということを申し上げたつもりでございます。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）よく住民から町にいろいろお願いしても金がない、金がないということを言われるということが私の耳に多く入るもので、もしこういう段階で早くわかれば、ちゃんと予算をリアルに出していただいて、そのお金がいかに住民の福祉の向上のために使われるかということが十分審議できるような状況にしていただきたいということをお願いいたします。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）これはもうおわかりだと思いますけれども、今、合併の恩恵を受けて、本来は２０億ぐらいの交付税額が交付されてしかるべきでありますけれども、１０年間は、現在、公債費の交付税が充当されるという部分も含めて、２６，７億となっておりますが、本来であれば５億円ぐらい少ない金額で交付されるということでございます。
　今後２７年、８年、１０年たちますと、徐々に減っていくわけでございます。現在のうちに、こういった余剰金が出れば、できるだけ積み立てて将来のそういったいろんなものに備えておくということをしなければならないというふうに考えておりますし、先ほど言われる土地の先行取得等、そういったものに必要であれば、そういったものに財源を投入していくということ以外は、きっちりと将来的なものを踏まえて財源を積み立てていくということが大事だろうというふうに考えております。その辺も十分御理解をいただきまして、今後もこういったことも決して楽観視できないという部分を常に念頭に置いて私どもは予算編成をしていきたいというふうに考えております。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員、よろしいですか。茂呂議員、３回目です。

○８番（茂呂孝志君）私も回数ちょっと間違えていました。実際に、地方交付税というのは、合併してから財政経過を見ると、臨時財政対策債と地方交付税を合計すると、そんなに減ってないですよ。むしろ徐々に上がっています。ふえています。２４年度はかなり伸び幅は低かったということはあると思います。地方交付税というのは、財源が国税の三つの法律がありますが、それによってちゃんと振り分けられるようになってますから、そんなに心配することはないと私は思うんですが。

○議長（坪根秀介君）総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）一応交付税につきましては、私どものいわゆる財政構造を当初予算のときにも説明いたしましたが、７８％は交付税等依存財源に頼っているという状況でございます。交付税につきましても、町長の説明にもございましたが、今回はそういった地方主権という部分で、現在そういった流れで交付税が保護されているということもございますが、将来を見据えれば、本当に不透明な部分がございます。そういったものも今のうちから十分に勘案しながら予算編成というものを行っていく必要があるのではなかろうかというふうに思っております。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はございませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は議案第１号に反対の立場から討論をいたします。

　補正で基金５億４,９００万円計上し、平成２２年度の基金総額は８億１,９００万円です。歳出合計に対して１５％に及ぶものであります。こんなに多くの金を残すのであれば、もっと早い時期に若者や高齢者の福祉の充実に充てるべきであると思います。そういうことを申し上げまして、この議案に反対いたします。

○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）
○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第１号、平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第５号）は、原案のとおり可決することに決しました。

○議長（坪根秀介君）ここで暫時休憩します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午後　０時１５分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午後　０時２１分

○議長（坪根秀介君）休憩前に引き続き会議を開きます。

―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第６、議案第２号　平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは、議案第２号、平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について御説明を申し上げます。

　表紙にございますとおり、今回、歳入歳出それぞれ２,０６９万５,０００円を追加しまして、総額１０億１,４２８万６,０００円とするものでございます。

　６ページの歳入からごらんください。まず、１款の国民健康保険税ですが、被保険者所得の減少や異動等によります変更に伴う最終税額調整分としまして、総額で８６６万４,０００円を減額するものでございます。

　７ページの国庫支出金でございますが、最終交付見込み額で増減調整をしております。療養給付費等負担金や財政調整交付金の追加交付決定による影響によりまして、総額で２,７９７万５,０００円の増額補正でございます。

　８ページの療養給付費等交付金でございますが、これは退職被保険者に係る保険者間調整額として交付されるもので、今回、１１９万９,０００円の確定増。
　それから、１ページ飛びまして１０ページの共同事業交付金、これにつきましては、市町村の拠出金方式で高額な医療費等に対処するための共同事業交付金となりますが、５５０万円の増額補正でございます。

　先ほどの９ページの県負担金と１１ページの財産収入、財産収入は基金の利子ですが、いずれも確定額により減額調整をさせていただいております。

　それから、歳入の最後になりますが、繰入金と繰越金でございます。
　まず、１２ページの繰入金ですが、１目から６目の法定内繰入金の確定に伴いまして、一般会計からの繰入調整と７目のその他繰り入れは、赤字財源補てん分として一般会計からの繰入金、これを最終調整額として、総額で３,９２１万５,０００円の減額でございます。この中で、１項７節のその他一般会計繰入金とその下の２項１目支払い準備基金の繰り入れにつきましては、次のページにございます繰越金歳入約３,４００万円、それから前段で御説明の調整交付金の追加交付等の歳入分を考慮いたしまして財源調整し、それぞれ当初予算からその他繰り入れで１,９０７万円と基金の繰り入れ２,５００万円を減額補正としております。

　歳出につきましては、１４ページ、まず人件費に３万９,０００円、それから１５ページの本年度の保険給付費の最終支払い額を確保するために不足が見込まれますので、所要見込み額として、総額で２,８１５万円を増額することとしております。

　なお、１６ページ以降２１ページまでの各ページに計上いたしました後期高齢者支援金、前期高齢者納付金、介護納付金、共同事業拠出金、基金積立金利息分、各項目の補正につきましては、最終所要見込み額を精査した後の不用額として、今回、減額補正をさせていただいております。

　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論ありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２号、平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計予算補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第７、議案第３号　平成２３年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）続きまして、議案第３号、平成２３年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を御説明申し上げます。

　表紙にございますとおり、今回、歳入歳出それぞれ７０８万９,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を１億２,２３４万５,０００円とするものでございます。

　６ページのほうから御説明させていただきたいと思います。まず歳入でございます。
　１款の後期高齢者医療保険料でございます。こちらは年度内におけます加入者の異動、死亡等々、こういった異動に関連しまして、最終調整額として、今回、６３０万４,０００円の減額補正を行うものでございます。

　７ページの繰入金につきましては、一般会計からの事務費繰入金の減額で１４０万３,０００円、保険料軽減措置に係る保険基盤安定繰入金の確定に伴う減額が１９６万７,０００円となっております。

　それから、８ページの繰越金につきましては、今回、２５８万５,０００円の増額でございますが、前年度の繰越金を全額歳入しまして、一般会計からの繰入金からの減額調整に充てております。

　続いて、歳出側の９ページでございますが、一般管理費は職員の人件費と事務費の不用額、増減調整で５万３,０００円の減額。

　１０ページの後期高齢者広域連合納付金では、保険基盤安定負担金及び保険料負担金の確定に伴う減額とともに、過年度保険料の精算負担金の所要額を一部計上しておりまして、合わせて合計６８３万６,０００円の減額補正となります。
　１１ページにつきましては、過誤納還付金の見込み額として２０万円を減額するものでございます。

　以上です。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。
　質疑ありませんか。安元議員。

○６番（安元慶彦君）予算の中の数字じゃないんですけれども、ちょっと参考に、担当職員の方がどういうポジションの方か、前の会計も今度の会計も給料に比べて手当の額がえらくあるが、大体どういうポジションの方がこの事務を取り扱っているのかお尋ねします。

○議長（坪根秀介君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）特別会計につきましては、うちは小規模市町村でございますので一つの特別会計を一人の専任職員で担当するような形になっております。責任ある対応をしていただくために、町の大体中堅職員が担当する場合が多いということで、現在もそういうふうな状況でございます。

○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）いやいや、いろいろな環境あると思うんですよ、通勤手当などいろいろ扶養とかね。何といいますか、いわゆる階級というかポジションですよ、例えば係長とか課長補佐。課長補佐はうちはないけれどもどういう立場の人がこういう事務に携わっているのかを聞きたいわけ。

○議長（坪根秀介君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）これは主任主事です。

○６番（安元慶彦君）主任主事ですか。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）はい。

○議長（坪根秀介君）よろしいですか。
　ほかに、質疑ありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３号、平成２３年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。

――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第８、議案第４号　上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）を議題とします。
　議題内容の説明を求めます。
　建設課長。

○建設課長（古原典幸君）それでは、私のほうから御説明をさせていただきます。議案第４号、平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）。

　平成２３年度上毛町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）は次に定めるところによる。歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１２０万５,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５,８１６万７,０００円とする。平成２４年３月６日提出。上毛町町長、鶴田忠良。

　予算書の９ページお願いいたします。１款１項１目処理施設等管理費でございます。補正額５万５,０００円の減額でございます。内容につきましては、職員の人件費の減及び共済組合の掛率の変更による４万５,０００円の増で、差し引き５万５,０００円減をさせていただきまして、２,９２９万３,０００円とするものでございます。

　次のページをお願いいたします。２款１項１目建設事業費でございます。１１５万円を減額させていただきまして、１０７万円とするものでございます。内容につきましては、公共ますの設置工事等不用額ということで、５基計画をしておりましたが、１基分の減額及び本管の布設工事がございませんでしたので、その分の減額をさせていただき、１１５万円の減額をさせていただいたものでございます。

　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑行います。

　質疑ありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論ありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論終わります。

　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第４号、平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）は原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第９、議案第５号　平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。
　建設課長。

○建設課長（古原典幸君）議案第５号、上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）。

　平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は次に定めるところによる。歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１６万２,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８,１１２万８,０００円とする。平成２４年３月６日提出。上毛町町長、鶴田忠良。

　予算書の７ページをお願いいたします。１款１項１目一般管理費でございます。職員の人件費につきまして、１６万２,０００円を減額させていただいたものでございます。

　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。
　質疑ありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論ありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論終わります。

　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第５号、平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第１０、議案第６号　平成２３年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。
　教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）それでは、議案第６号、平成２３年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第１号）について御説明を申し上げます。

　第１条に書いてございますとおり、歳入歳出予算にそれぞれ２００万円を追加いたしまして、歳入歳出それぞれ１,０１１万円とするものでございます。

　６ページ、歳入のほうをお開きいただきたいと思います。まず寄附金の項に１９９万９,０００円を補正いたしまして、予算総額２００万円とするものでございます。これにつきましては、本町出身者より２００万円の寄附をいただきましたので、その部分を計上いたして、歳出のほうで積み立てるものでございます。
　繰越金につきましては、端数調整ということで１,０００円を補正いたしております。

　歳出の８ページをごらんいただきたいと思います。教育推進費のほうで補正額２００万円でございますが、この部分が寄附金とあわせまして、本年度貸付見込みで２５０万円の不用見込み額がございますので、それらを合わせて４５０万円を基金として積み立てるものでございます。
　これによりまして、基金の総額が５,６０６万６,０００円となるようになっております。

　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。
　反対討論ありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第６号、平成２３年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１１、議案第７号　平成２３年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。
　住民課長。

○住民課長（福本豊彦君）それでは、御説明申し上げます。

　議案第７号、平成２３年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）。

　平成２３年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）は次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正、第１条歳入歳出予算の補正の款項６号及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出補正予算による。平成２４年３月６日提出。上毛町長、鶴田忠良。

　予算書の４ページをお願いいたします。事項別明細書でございます。
　歳入でございますが、これにつきましては、県の補助金の関係で申請を行いまして、ほぼ確定をいたしましたところでございますので、減額補正を行わせていただいております。それから、繰越金が確定したことによりまして、繰入金を減額いたしまして、不足分を繰越金で充当をさせていただいたところです。
　歳出につきましては、総務費の財源の充当の組み替えをさせていただいたところでございます。

　最後に、９ページの歳出です。総務費で一般管理費の財源の内訳を組み替えさせていただきました。

　以上です。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。

　質疑ありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論ありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。
（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第７号、平成２３年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）これから議題の委員会付託を行います。
　３月２日議会運営委員会の協議結果を資料として配付しております。

　運営資料４ページ、委員会付託表をごらんください。

　付託案の朗読に際しても議案名の朗読は省略します。

　議案第８号、議案第９号、議案第１１号、議案第１２号（所管分）、議案第１５号、議案第１６号、議案第１９号、議案第２０号、議案第２１号、発議第１号及び発議第２号の１１件は総務、産業・建設常任委員会へ。

　議案第１０号、議案第１２号（所管分）、議案第１３号、議案第１４号、議案第１７号及び議案第１８号の６件は文教・厚生常任委員会へそれぞれ付託いたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。
　したがって、お手元に配付の委員会付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することに決定しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）続いて、各常任委員会の開催日についてお諮りします。

　運営資料６ページ、委員会日程表をごらんください。

　各常任委員会の開催日は、議会運営委員会で決定いただいた日程のとおり決定いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。
　したがって、常任委員会の開催日は、運営資料委員会日程表のとおり開催することに決定しました。

　以上で、本日の日程はすべて終了しました。

　本日はこれにて散会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散会　午後　０時４０分

　　　平成２４年３月６日
-1-

